
事業概要シート

≪

【事業の目的・概要・対象】

【背景】

13,400 千円

2,981 ≫千円

国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円

一般財源 13,400 千円

担当課 産業振興部農林水産整備課 課長 福田　謙一郎

担当者 横山　巧 問合せ先 0957-53-4111（内線254）

施策 1305 林業の振興
≪≫の金額　現年度当初・補正予算、前年度繰越額の合計
　　　　　　※補正予算要求時は今回の補正予算額を除く
　　　　　　※次年度予算要求時は次年度繰越額を除く

事業名
市有林の育成及び活用等による林業の
振興事業（旧）すわの森管理育成事業

拡充 予算額

事業期間 平成５年度 ～ 財
源
内
訳

根拠法令
要綱等

森林法

 市民に親しまれる森林づくりを図るためには、保安林としての機能を復活させるだけではなく、都市化が進
みつつある当地区の緑の防御線として、市街地に近い森林を介したやすらぎの場を維持及び整備する必要があ
る。このため、芝生広場や遊歩道等の再整備を行う。このことにより、空気の浄化（二酸化炭素の吸収）のほ
か、水源の涵養や山地災害の防止につながる。

「すわの森（上諏訪町　市有林直轄林）」　をはじめとした市有林の育成、再整備、森林整備の計画

　 市有林のうち保安林である「すわの森」は、森林の持つ公益的機能のうち特にゆとりなどの保健、生
活環境の保全や機能の増進を図り、多くの市民の利用につなげるため、森林レクレーション活動の場と

して平成5年度までに整備した。整備から30年が経過したため、芝生広場や遊歩道等の再整備を行い、
市民生活へゆとりを提供する。このほか、野岳湖公園周辺の市有林等の活用も検討する。

また、植樹を行い、空気の浄化（二酸化炭素の吸収）のほか、水源の涵養や山地災害の防止を図る。

【維持管理計画】

・トイレと東屋の施設管理（清掃など）、自然林下刈り

・不用木伐採、低木刈込、防火かん水池清掃など

【再整備、森林整備計画】

①芝生広場整備（約2,500㎡）
　　芝の張替（駐車枠線引直しを含む）、天然芝管理
②林内管理歩道整備（約2,000ｍ）
　　歩道部の整地、木柵階段復旧、高齢者用手すり設置など

③森林整備

　　枯損木の植替え（植替え約400本）、樹名板の設置（20種類 約800本） 
④測量、設計（1式）
　　上記事業の実施に必要となるコンサル業務

事業内容（例）

事業目的
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】（千円）

指標名 単位
Ｒ３

(実績)
Ｒ４

(計画)
Ｒ５

(計画)
Ｒ６

(計画)
Ｒ７

(計画)

遊歩道整備 計画値 ｍ 0 0 0 250 250

計画値

指標名 単位
Ｒ３

(実績)
Ｒ４

(計画)
Ｒ５

(計画)
Ｒ６

(計画)
Ｒ７

(計画)

遊歩道整備率 計画値 ％ 0 0 0 12.5 25

計画値

事業費は当初・繰越・補正予算の合計額

年度 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 合計
事業費 2,190 1,111 2,981 13,400 16,687 15,092 51,461

国庫支出金 0
県支出金 0
地方債 0
その他 0

一般財源 2,190 1,111 2,981 13,400 16,687 15,092 51,461
人件費 945 945 2,618 2,618 2,618 2,618 12,362

職員(人) 0.13人 0.13人 0.36人 0.36人 0.36人 0.36人 1.70人
時間外勤務(h) 0h
会計年度任用職員(人) 0.00人

フルコスト 3,135 2,056 5,599 16,018 19,305 17,710 63,823

妥当性
(市の関与)

市の施設であるため、施設や森林整備をすることを市の責任において実施する必要がある。

有効性
(施策貢献度)

本事業を行うことで、空気の浄化、水源の涵養や山地災害の防止にもなり、また、市民が施
設を使用することで、コミュニケーションの場になり、また、施策貢献度は高い。

効率性
(コスト)

企業版ふるさと納税（～R6）及び一般寄付（R7～）を活用して事業を実施するため、一般財
源への影響は少ない。

1次評価 担当者記載のとおり

2次評価 １次評価のとおり


